
１、 目的 

障害者総合支援法に基づき、知的・ 精神障がいにより、常時介助を必要とする障がい者

(児)に対して、行動する際に生じる危険を回避するために必要な援護、外出時における移

動中の介護サービスを提供する方の資格です。さらに障がいの程度が重くなるほど介助に

細かな配慮が必要になるため、専門的な知識や技術を習得した方が必要となりますが、知

的 精神障がい者(児)に対する世間の理解度がまだまだ低く、需要に対し供給が全く追い

ついていないことから常に従事者が不足している状況にあり、従事者の増加を望む声が非

常に多くなっています。 

 知的障がい又は精神障がいにより行動上著しい困難を有する障がい者等であって常時介護を要する

ものにつき、当該障がい者等の特性の理解や評価、支援計画シート等の作成及び居宅内や外出時に

おける危険を伴う行動を予防又は回避するために必要な援護等に関する知識及び技術を習得するこ

とを目的とすること。 

現在、行動援護従業者として働く場合は、行動援護従業者養成研修未修了者でも居宅介

護従業者の要件がある場合は、知的障がい児者又は精神障がい者の直接業務経験 2年以上

で働けますが、平成 30 年 4 月 1 日からは当研修の受講が必須化されます。平成 30 年 3

月 31 日までに当研修をご受講されることをお勧めいたします。 

（今年度からの行動援護従業者養成研修の資格は強度行動障害支援者養成実践研修と同等

の資格となります。） 

２、開催日程 

  平成 30年 1 月 20 日（土）、27（土）2月 3日（土）、10日（土）の 4日間 

  （修了期間は原則 1ヶ月以内とする。） 

 

３、実施者 有限会社 鹿光学習センター 

 

４、実施場所 札幌市中央区北 5条西 14 丁目 1-42 鹿友ﾃﾞｨｱﾌﾟﾗｻﾞ札幌 

 

５、受講料 

  5０，０００円（税込、テキスト代込）（通学） 

テキストは、「強度行動障害支援者養成研修[基礎研修 実践研修]テキスト・」全国地

域生活支援ネットワーク発行を使用。 

  申込締日以降のキャンセルにつきましては、受講料の返金は出来ません。 

６、募集期間 

  平成２9年 12 月 19 日（火）～1月 11 日（木） 

    受講者の方には 10月 12 日に受講案内を発送いたします。 

７、受講対象者 

  ４日間の開催日程に出席可能な方で次に掲げるものとします。 

（1）知的障がい、精神障がいのある者（児）を支援対象にした業務に従事している者。 

（2）知的障がい、精神障がいのある者（児）を支援対象にした業務に今後従事する者。 
 

８、募集定員 

    ３０名 

（受講希望者多数の場合緊要度順により選考とさせて頂きます。） 

 

 

行動援護従業者養成研修 
受講生募集案内 



９、認定方法  

   全日程の受講により、修了証を発行（欠席欠課の有る方には修了証を発行できません。） 

10、申込方法、申込先および問い合わせ先 

  申込用紙をインターネットにて申込して頂く方法と、電話にて申込書を請求いただき郵送して頂き方

法、FAX にて申込書を送信して頂く方法があります。 

 有限会社 鹿光学習センター 

  URL：http://www.medical-hokkaido.jp 

   tel ：011-261-5060  fax:011-281-1462 

   mail: info@medical-hokkaido.jp 

  住所： 札幌市中央区北５条西１４丁目１‐４２ 鹿友ディアプラザ札幌１F 

 

 

１１、受講料納入方法 

    銀行振込でお願いいたします。 

      振込先  札幌信用金庫 中央西支店 普通預金 ４２００３８７ 

      口座名義 有限会社 鹿光学習センター（ユウゲンカイシャ ロクコウガクシュウセンター） 

カリキュラム 
平成30年1月20日 ～ 平成30年2月10日

時間数

10 科目名

9時00分～10時00分 1 ②固有のコミュニケーション 高橋銀司(5Step）

11時50分～12時20分

13時10分～14時10分

14時20分～15時20分 1 ③行動障がいの背景にあるもの 中梶慎太郎（ゆうゆう）

9時00分～10時00分 1 ⑧強度行動障がい支援の原則
山道祐子

（北広島ﾘﾊﾋﾞﾘｾﾝﾀｰ）

11時20分～12時20分 1.0

13時10分～13時40分 0.5

13時40分～14時10分 0.5 ⑤構造化の考え方と方法

14時10分～14時40分 0.5 ⑥支援の手順書の作成

講師名

中梶慎太郎(ゆうゆう）

中梶慎太郎（ゆうゆう）

ＤＶＤ使用

解説中梶慎太郎（ゆうゆう）

0.5

2 ④障がい特性とアセスメント

内容

①強度行動障がいとは1.5

④構造化

⑤支援の基本的な枠組みと記録

1.0

0.5

0.5

1

山道祐子

（北広島ﾘﾊﾋﾞﾘｾﾝﾀｰ）

高橋銀司(5Step）

高橋銀司(5Step）

山道祐子

（北広島ﾘﾊﾋﾞﾘｾﾝﾀｰ）

③強度行動障がいと制度

1月20日

第
一
日
目

10時40分～11時10分

11時10分～12時10分

13時00分～14時00分

14時10分～14時40分

14時40分～15時10分

15時20分～16時20分

②強度行動障がいと医療1.0

山道祐子

（北広島ﾘﾊﾋﾞﾘｾﾝﾀｰ）

⑥虐待防止と身体拘束

⑧危機対応と虐待防止

13時40分～14時40分
14時50分～15時50分

10時10分～11時10分
11時20分～12時20分

9時00分～10時00分

時間
曜
日

1 ①情報収集とチームプレイの基本

中梶慎太郎（ゆうゆう）

中梶慎太郎（ゆうゆう）

9時00分～10時40分

(土)

16時00分～17時00分

(土)1月27日

第
二
日
目

2 ①行動障害のある人の生活と支援の実際 中梶慎太郎（ゆうゆう）

13時10分～13時40分 0.5

1.0 ⑦実践報告

中梶慎太郎（ゆうゆう）④障がい特性とアセスメント

10時10分～11時40分 1.5 ②固有のコミュニケーション 高橋銀司(5Step）

1.5 ③行動障がいの背景にあるもの 中梶慎太郎（ゆうゆう）

⑤構造化の考え方と方法

中梶慎太郎（ゆうゆう）

14時50分～15時50分 1 ⑥支援の手順書の作成

16時00分～17時00分

中梶慎太郎（ゆうゆう）

1 ⑦記録の収集と分析

中梶慎太郎（ゆうゆう）

中梶慎太郎（ゆうゆう）

第
四
日
目

2月10日 (土)

10時10分～11時10分 1 支援者ケア 中梶慎太郎（ゆうゆう）

第
三
日
目

2月3日 (土)

15時30分～16時30分 1 ⑧強度行動障がい支援の原則
山道祐子

（北広島ﾘﾊﾋﾞﾘｾﾝﾀｰ）

中梶慎太郎（ゆうゆう）

日付

http://www.medical-hokkaido.jp/
mailto:info@medical-hokkaido.jp

